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○

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
は
、
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
（
以
下
「
船
員
」
と
い
う
。
）
と
し
て
船
舶
所
有

者
に
使
用
さ
れ
る
者
及
び
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
を
い
う
。

２
～

（
略
）

12
（
他
の
法
令
に
よ
る
保
険
給
付
と
の
調
整
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２

療
養
の
給
付
又
は
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
移
送
費
、
傷
病
手
当
金
、
葬
祭
料
、
家
族
療
養

費
、
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
、
家
族
移
送
費
若
し
く
は
家
族
葬
祭
料
の
支
給
は
、
同
一
の
疾
病
、
負
傷
又
は
死
亡
に
つ
い
て
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
、
国
家
公
務
員
災

害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
地
方
公
務

員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
若
し
く
は
同
法
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、

行
わ
な
い
。

３
～
６

（
略
）

７

療
養
の
給
付
（
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
同
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
給
付
に
限
る
。
）
、
休
業
手
当
金
、
障
害
年
金
、
障
害
手
当
金
、
障
害
差

額
一
時
金
、
障
害
年
金
差
額
一
時
金
、
行
方
不
明
手
当
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
一
時
金
又
は
遺
族
年
金
差
額
一
時
金
の
支
給
は
、
同
一
の
疾
病
、
負
傷
、
障
害
、
行
方
不
明

又
は
死
亡
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
又
は
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
若
し
く
は
同
法
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
、
行
わ
な
い
。

（
共
済
組
合
に
関
す
る
特
例
）

第
百
四
十
九
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
共
済
組
合
の
組
合
員
（
独
立
行
政
法
人
等
職
員
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
「
組
合
員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
被
保
険
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
保
険
給
付
は
行
わ
な
い
。

２
～
４

（
略
）

第
百
五
十
条

組
合
員
で
あ
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
。
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○

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
抄
）

別
表
第
一
（
第
三
十
三
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
、
第
五
十
六
条
、
第
六
十
一
条
関
係
）

一

物
の
製
造
、
改
造
、
加
工
、
修
理
、
洗
浄
、
選
別
、
包
装
、
装
飾
、
仕
上
げ
、
販
売
の
た
め
に
す
る
仕
立
て
、
破
壊
若
し
く
は
解
体
又
は
材
料
の
変
造
の
事
業
（
電
気

、
ガ
ス
又
は
各
種
動
力
の
発
生
、
変
更
若
し
く
は
伝
導
の
事
業
及
び
水
道
の
事
業
を
含
む
。
）

二

鉱
業
、
石
切
り
業
そ
の
他
土
石
又
は
鉱
物
採
取
の
事
業

三

土
木
、
建
築
そ
の
他
工
作
物
の
建
設
、
改
造
、
保
存
、
修
理
、
変
更
、
破
壊
、
解
体
又
は
そ
の
準
備
の
事
業

四

道
路
、
鉄
道
、
軌
道
、
索
道
、
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
る
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
の
事
業

五

ド
ッ
ク
、
船
舶
、
岸
壁
、
波
止
場
、
停
車
場
又
は
倉
庫
に
お
け
る
貨
物
の
取
扱
い
の
事
業

六

土
地
の
耕
作
若
し
く
は
開
墾
又
は
植
物
の
栽
植
、
栽
培
、
採
取
若
し
く
は
伐
採
の
事
業
そ
の
他
農
林
の
事
業

七

動
物
の
飼
育
又
は
水
産
動
植
物
の
採
捕
若
し
く
は
養
殖
の
事
業
そ
の
他
の
畜
産
、
養
蚕
又
は
水
産
の
事
業

八

物
品
の
販
売
、
配
給
、
保
管
若
し
く
は
賃
貸
又
は
理
容
の
事
業

九

金
融
、
保
険
、
媒
介
、
周
旋
、
集
金
、
案
内
又
は
広
告
の
事
業

十

映
画
の
製
作
又
は
映
写
、
演
劇
そ
の
他
興
行
の
事
業

十
一

郵
便
、
信
書
便
又
は
電
気
通
信
の
事
業

十
二

教
育
、
研
究
又
は
調
査
の
事
業

十
三

病
者
又
は
虚
弱
者
の
治
療
、
看
護
そ
の
他
保
健
衛
生
の
事
業

十
四

旅
館
、
料
理
店
、
飲
食
店
、
接
客
業
又
は
娯
楽
場
の
事
業

十
五

焼
却
、
清
掃
又
は
と
畜
場
の
事
業
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○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
抄
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
は
、
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
を
適
用
事
業
と
す
る
。

②

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
直
営
事
業
及
び
官
公
署
の
事
業
（
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
こ
の
法
律
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）

（
船
員
）

第
一
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
船
員
」
と
は
、
日
本
船
舶
又
は
日
本
船
舶
以
外
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
に
乗
り
組
む
船
長
及
び
海
員
並
び
に
予
備
船
員
を
い
う
。

②

前
項
に
規
定
す
る
船
舶
に
は
、
次
の
船
舶
を
含
ま
な
い
。

一

総
ト
ン
数
五
ト
ン
未
満
の
船
舶

二

湖
、
川
又
は
港
の
み
を
航
行
す
る
船
舶

三

政
令
の
定
め
る
総
ト
ン
数
三
十
ト
ン
未
満
の
漁
船

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
用
に
供
す
る
ヨ
ッ
ト
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
そ
の
他
の
そ
の
航
海
の
目
的
、
期
間
及
び
態
様
、
運
航
体
制
等
か
ら
み
て
船
員
労
働
の

特
殊
性
が
認
め
ら
れ
な
い
船
舶
と
し
て
国
土
交
通
省
令
の
定
め
る
も
の

③

（
略
）
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○

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
の
方
法
等
）

第
二
十
二
条
の
二

次
に
掲
げ
る
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
採
用
は
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
競
争
試
験
又
は
選
考
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

一
会
計
年
度
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
置
か
れ
る
非
常
勤
の
職
（
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
除
く
。
）
（
次
号
に
お
い
て
「
会
計
年
度

任
用
の
職
」
と
い
う
。
）
を
占
め
る
職
員
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の

勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
も
の

二

会
計
年
度
任
用
の
職
を
占
め
る
職
員
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤

務
時
間
と
同
一
の
時
間
で
あ
る
も
の

２

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は
、
そ
の
採
用
の
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
の
範
囲
内
で
任
命
権
者
が
定
め
る
。

３

任
命
権
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
に
そ
の
任
期
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

任
命
権
者
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
が
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
実
績
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該
期

間
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
任
期
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
更
新
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

任
命
権
者
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
又
は
任
期
の
更
新
に
当
た
つ
て
は
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
か
つ
十
分
な
任
期
を
定
め
る
も
の
と
し
、
必
要
以
上
に
短
い
任
期

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
採
用
又
は
任
期
の
更
新
を
反
復
し
て
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
月
」
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
五

任
命
権
者
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
定
年
退
職
者
等
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、

短
時
間
勤
務
の
職
（
当
該
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
も
の
を

占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
３

（
略
）

（
公
務
災
害
補
償
）

第
四
十
五
条

職
員
が
公
務
に
因
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
公
務
に
因
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態

と
な
り
、
又
は
船
員
で
あ
る
職
員
が
公
務
に
因
り
行
方
不
明
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
者
又
は
そ
の
者
の
遺
族
若
し
く
は
被
扶
養
者
が
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
つ
て
受
け
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る
損
害
は
、
補
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
の
迅
速
か
つ
公
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
補
償
に
関
す
る
制
度
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
補
償
に
関
す
る
制
度
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

職
員
の
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
対
す
る
必
要
な
療
養
又
は
療
養
の
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

二

職
員
の
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
起
因
す
る
療
養
の
期
間
又
は
船
員
で
あ
る
職
員
の
公
務
に
よ
る
行
方
不
明
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
職
員
の
所
得
の
喪
失
に
対
す
る

補
償
に
関
す
る
事
項

三

職
員
の
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
起
因
し
て
、
永
久
に
、
又
は
長
期
に
所
得
能
力
を
害
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
職
員
の
受
け
る
損
害
に
対
す
る
補
償
に
関
す
る

事
項

四

職
員
の
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
起
因
す
る
死
亡
の
場
合
に
お
け
る
そ
の
遺
族
又
は
職
員
の
死
亡
の
当
時
そ
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
た
者
の
受
け
る
損
害

に
対
す
る
補
償
に
関
す
る
事
項

４

第
二
項
の
補
償
に
関
す
る
制
度
は
、
法
律
に
よ
つ
て
定
め
る
も
の
と
し
、
当
該
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
と
の
間
に
権
衡
を
失
し
な
い
よ
う
に
適
当
な
考
慮
が
払
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
（
抄
）

（
労
働
基
準
法
等
と
の
関
係
）

第
二
十
三
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
補
償
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
、
船
員

法
及
び
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
業
務
上
の
災
害
に
対
す
る
補
償
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
保
険
給
付
の
実
施
と
の
間
に
お
け
る
均

衡
を
失
わ
な
い
よ
う
に
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

職
員

常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
地
方
公
務
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
職
の
処

分
を
受
け
た
者
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
停
職
の
処
分
を
受
け
た
者
、
法
律
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
り
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
た
者
そ
の
他

の
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
地
方
公
務
員
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、
臨
時
に
使
用
さ
れ
る
者
（
二
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
使
用
さ
れ
る

者
で
あ
つ
て
、
当
該
定
め
た
期
間
を
超
え
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
な
い
も
の
に
限
る
。
第
百
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
四
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
）
を
い
う
。

二
～
六

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
船
員
組
合
員
の
資
格
の
得
喪
の
特
例
）

第
百
三
十
五
条

船
員
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
船
員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
組
合
員
（
以
下
「
船
員
組
合
員
」
と
い
う
。
）
の
船
員
組
合
員
と
し
て
の

資
格
の
得
喪
に
つ
い
て
は
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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○

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
職
員
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
地
方
公
務
員
（
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
地
方
公
務
員
の
う
ち
そ
の
勤
務
形
態
が
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す

る
地
方
公
務
員
に
準
ず
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）

二

一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
役
員
（
同
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。
第
六
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
に
使
用
さ
れ
る
者
で
、
一
般
地
方

独
立
行
政
法
人
か
ら
給
与
を
受
け
る
も
の
の
う
ち
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る
者
（
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
の
う
ち
そ
の
勤
務
形
態
が
常
時
勤
務
す
る
こ

と
を
要
す
る
者
に
準
ず
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）

２
～
４

（
略
）

（
船
員
で
あ
る
職
員
等
の
特
例
）

第
四
十
六
条
の
二

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
で
あ
る
職
員
又
は
公
務
で
外
国
旅
行
中
の
職
員
に
係
る
補
償
に
つ
き
特
例
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
特
例
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
の
趣
旨
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
）

第
六
十
七
条

労
働
基
準
法
第
八
章
及
び
船
員
法
第
十
章
の
規
定
は
、
職
員
の
う
ち
地
方
公
務
員
法
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
及
び
一
般
地

方
独
立
行
政
法
人
の
職
員
に
関
し
て
適
用
し
な
い
。

２

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
は
、
職
員
に
関
し
て
適
用
し
な
い
。

（
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
等
に
係
る
補
償
の
制
度
）

第
六
十
九
条

地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
、
職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
（
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
役
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
法
律
（
労
働
基
準
法
を
除
く
。
）
に
よ
る

公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
補
償
の
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
対
す
る
補
償
の
制
度
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
職
員
以
外
の
役
員
の
う
ち
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
に
対
す
る
補
償
の
制
度
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
補
償
の
制
度
及
び
前
項
の
地
方
独
立
行
政
法
人
が
定
め
る
補
償
の
制
度
は
、
こ
の
法
律
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
で
定
め
る
補
償
の
制
度

と
均
衡
を
失
し
た
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
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○

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号
）
（
抄
）

（
職
員
）

第
一
条

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
地
方
公
務
員
の
う
ち
そ
の
勤
務

形
態
が
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
地
方
公
務
員
に
準
ず
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者

二

常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
地
方
公
務
員
の
う
ち
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
て
い
る
勤
務
時
間
以
上
勤
務
し
た
日
（
法
令
の
規
定
に
よ
り
勤
務
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
休
暇
を
与
え
ら
れ
た
日
を
含
む
。
）
が
引
き
続
い
て
十
二
月

を
超
え
る
に
至
つ
た
者
で
、
そ
の
超
え
る
に
至
つ
た
日
以
後
引
き
続
き
当
該
勤
務
時
間
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の

２

（
略
）

（
船
員
で
あ
る
職
員
の
特
例
）

第
三
条

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
で
あ
る
法
第
二
条
第
一
項
の
職
員
（
以
下
「
船
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る
平
均
給
与
額
を
算
定

す
る
場
合
に
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
給
与
に
日
額
旅
費
の

う
ち
の
一
部
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

船
員
に
係
る
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
範
囲
は
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
自
宅
以
外
の
場
所
に
お
け
る
療
養
に
必
要
な
宿
泊
及
び
食
事
の
支

給
で
療
養
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

船
員
に
係
る
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
休
業
補
償
の
金
額
は
、
公
務
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
第
五
号
に

規
定
す
る
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
の
業
務
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
つ
た
日
か
ら
四
月
間
は
、
平
均
給
与
額
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

第
六
条

船
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
治
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
基
金
は
、
予
後
補
償
と
し
て
、
治
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
、
そ
の
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
（
そ
の
期
間
が
一
月
を
超
え
る
と
き
は
、
一
月
間
）
、
一

日
に
つ
き
平
均
給
与
額
の
百
分
の
六
十
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
補
償
を
行
う
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
給
与
が
支
給
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
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お
い
て
、
支
給
の
義
務
を
免
れ
る
。

２
～
４

（
略
）

第
七
条

船
員
に
係
る
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
補
償
一
時
金
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
（
法
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
公
務
上
の
災
害
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
障
害
等
級
に
応
じ
、
平
均
給
与
額
に
当
該
各
号
に

定
め
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

第
八
級

九
十
七
日

二

第
九
級

五
十
九
日

三

第
十
級

五
十
八
日

四

第
十
一
級

四
十
七
日

五

第
十
二
級

二
十
四
日

六

第
十
三
級

十
九
日

七

第
十
四
級

四
日

第
八
条

船
員
が
公
務
上
行
方
不
明
と
な
つ
た
と
き
は
、
基
金
は
、
行
方
不
明
補
償
と
し
て
、
当
該
船
員
の
被
扶
養
者
に
対
し
て
、
行
方
不
明
期
間
中
一
日
に
つ
き
平
均
給
与

額
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
行
方
不
明
期
間
中
給
与
が
支
給
さ
れ
る
場
合
又
は
行
方
不
明
の
期
間
が
一
月
に
満
た
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

２

前
項
の
平
均
給
与
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
二
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
負
傷
若
し
く
は
死
亡
の
原
因
で
あ
る
事
故
の
発
生
の
日
又

は
診
断
に
よ
つ
て
疾
病
の
発
生
が
確
定
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
行
方
不
明
と
な
つ
た
日
」
と
す
る
。

３

第
一
項
の
行
方
不
明
補
償
を
支
給
す
る
期
間
は
、
船
員
が
行
方
不
明
と
な
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
限
度
と
す
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
被
扶
養
者
は
、
船
員
が
行
方
不
明
と
な
つ
た
当
時
主
と
し
て
そ
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
者
で
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
と

す
る
。

一

当
該
船
員
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
子
、
父
母
、
孫
及
び
祖
父
母

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
当
該
船
員
の
三
親
等
内
の
親
族
で
当
該
船
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の

三

当
該
船
員
の
配
偶
者
で
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
の
子
及
び
父
母
で
当
該
船
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の

５

船
員
が
行
方
不
明
と
な
つ
た
当
時
胎
児
で
あ
つ
た
子
が
出
生
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
向
か
つ
て
、
そ
の
子
は
、
当
該
船
員
が
行
方
不

明
と
な
つ
た
当
時
主
と
し
て
そ
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
子
と
み
な
す
。
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６

行
方
不
明
補
償
を
受
け
る
べ
き
者
の
順
位
は
、
第
四
項
各
号
の
順
序
と
し
、
同
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
順
序
と

し
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
に
あ
つ
て
は
、
親
等
の
少
な
い
者
を
先
に
し
、
父
母
に
つ
い
て
は
、
養
父
母
を
先
に
し
、
実
父
母
を
後
に
し
、
祖
父
母
に
つ
い
て
は

、
養
父
母
の
父
母
を
先
に
し
、
実
父
母
の
父
母
を
後
に
し
、
父
母
の
養
父
母
を
先
に
し
、
父
母
の
実
父
母
を
後
に
す
る
。

７

行
方
不
明
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
行
方
不
明
補
償
の
額
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
額
を
そ
の
人
数

で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。


